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今
回
は
新
た
に
南
蛮
屏
風
に

登
場
す
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
風
の
衣

装
を
身
に
ま
と
っ
た
実
行
委
員

が
、
来
場
者
の
皆
さ
ん
を
各
ブ

ー
ス
で
歓
迎
。
さ
ら
に
４
０
０

年
前
、
宣
教
師
が
領
民
に
振
る

舞
っ
た
と
さ
れ
る
「
南
蛮
れ
う

り
」
が
再
現
さ
れ
ま
し
た
。
当

時
の
史
実
に
基
づ
き
、
今
回
は

牛
肉
入
り
の
南
蛮
れ
う
り
を
再

現
。
侍
が
い
た
こ
ろ
の
ク
リ
ス

マ
ス
料
理
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
、

杉
山
清
貴
さ
ん
が
、
ク
リ
ス
マ

ス
ソ
ン
グ
や
ヒ
ッ
ト
曲
を
熱
唱

し
ま
し
た
。
ど
こ
ま
で
も
透
る

よ
う
な
澄
ん
だ
歌
声
は
、
ク
リ

ス
マ
ス
の
夜
に
ぴ
っ
た
り
。
ロ

マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
２
０
０
６
年

の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
里
の
ク
リ
ス

マ
ス
ナ
イ
ト
で
し
た
。

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
ビ
タ
ス
　
ナ
タ

リ
ス
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
は
、

11
月
上
旬
に
実
行
委
員
が
高
所

作
業
車
を
駆
使
し
て
、
８，
０

０
０
個
の
電
球
を
巨
大
ツ
リ
ー

に
取
り
付
け
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
有
馬
小
前
の
街
路
樹
48

本
に
も
電
飾
。
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ

ー
に
併
せ
約
１
０，
０
０
０
個

の
街
路
樹
の
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

が
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
通

り
を
形
成
し
ま
し
た
。
フ
ェ
ス

テ
ィ
ビ
タ
ス
　
ナ
タ
リ
ス
の
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
冬
の
風

物
詩
と
な
り
、
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の

里
を
照
ら
し
続
け
ま
し
た
。

　1580年、日野江城主有馬晴信はイエズス会の巡察師アレ
ッサンドロ・バリニャーノの教育構想に協力し、日本初のイ
エズス会の中等教育機関「有馬のセミナリヨ」を日野江城下
に開設しました。有馬のセミナリヨでは、ラテン語・ポルト
ガル語・日本語のほか音楽、美術、地理学など、当時の日本
人が想像もつかなかったルネサンスの最先端の学問が導入さ
れました。天正遣欧少年使節としてローマへ渡った４人の少
年は有馬のセミナリヨの卒業生だったのです。平成16年には
北有馬町がセミナリヨ跡地を北有馬町三尺町・本町一帯とし、
記念碑を設置しています。

　
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
は
、

12
月
16
日
㈯
に
北
有
馬
町
有
馬

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
開
始
間

近
か
ら
の
小
雨
と
い
う
悪
天
候

の
中
で
し
た
が
、
約
８
０
０
人

の
皆
さ
ん
の
来
場
に
よ
り
、
イ

ベ
ン
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
北
有
馬
町
内
の

児
童
・
生
徒
で
構
成
す
る
聖
歌

隊
「
コ
ル
ス
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
ク

ス
」
（
当
時
の
ラ
テ
ン
語
で
天

使
の
合
唱
団
の
意
味
）
が
、
４

０
０
年
前
の
西
洋
音
楽
を
ラ
テ

ン
語
で
再
現
。
ま
た
、
画
像
と

組
み
合
わ
せ
た
朗
読
劇
で
は
、

復
元
古
楽
器
で
ゴ
シ
ッ
ク
ハ
ー

プ
「
ア
ル
パ
」
を
使
い
、
当
時

の
音
色
を
響
か
せ
ま
し
た
。

　
４
０
０
年
前
、
有
馬
の
セ
ミ

ナ
リ
ヨ
が
置
か
れ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
は
じ
め
と
す
る
海
外
と
の
交

流
が
盛
ん
で
あ
っ
た
南
島
原
市

北
有
馬
町
に
は
、
海
外
の
香
辛

料
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
南
蛮

料
理
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

特
に
今
回
再
現
し
た
南
蛮
料
理

は
、
ク
ロ
ー
ブ
や
シ
ナ
モ
ン
な

ど
海
外
の
香
辛
料
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
の

鎖
国
に
よ
り
明
治
期
ま
で
ス
パ

イ
ス
が
入
手
で
き
な
く
な
っ
た

た
め
、
当
時
の
日
本
人
が
食
べ

た
く
て
も
食
べ
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
幻
の
料
理
再
現
で
す
。

こ
の
内
の
１
品
（
南
蛮
れ
う
り

牛
肉
入
り
炊
き
込
み
ご
飯
）
は
、

16
日
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
ビ
タ
ス 

ナ
タ
リ
ス
で
も
作
ら
れ
、
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
で
試
食
し
、
４

０
０
年
前
の
味
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
12
月
12
日
㈫
、
南
島
原
市
北

有
馬
町
の
真
蔵
寺
で
、
４
０
０

年
前
の
大
名
の
食
事
と
海
外
か

ら
渡
来
し
た
南
蛮
料
理
を
再
現

し
、
試
食
会
が
報
道
機
関
へ
公

開
さ
れ
ま
し
た
。

　
試
食
会
に
は
長
崎
純
心
大
学

の
片
岡
学
長
を
は
じ
め
、
日
本

二
十
六
聖
人
記
念
館
、
上
智
大

学
か
ら
キ
リ
シ
タ
ン
史
の
有
識

者
が
招
か
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　　
今
回
再
現
し
た
食
事
は
全
部

で
３
膳
21
品
。
１
膳
目
は
織
田

信
長
の
時
代
の
大
名
料
理
を
基

本
に
し
た
10
品
。
２
膳
目
は
西

洋
か
ら
渡
来
し
た
南
蛮
料
理
８

品
。
３
膳
目
は
デ
ザ
ー
ト
３
品

で
構
成
。
特
に
１
膳
目
は
、
安

土
で
織
田
信
長
が
明
智
光
秀
に

命
じ
て
徳
川
家
康
を
供
応
し
た

際
の
大
名
料
理
５
膳
32
品
の
中

か
ら
、
当
時
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
殿
様
料
理
を
ベ
ー
ス
と
し
、

当
時
の
料
理
法
に
よ
り
独
特
の

掛
け
汁
を
合
わ
せ
る
刺
身
な
ど

で
構
成
さ
れ
ま
し
た
。

一 の 膳
●刺身（鯛、すずき、さざえ、こち、さわら、蛸） ●焼き物（さざえの殻焼き） 
●汁物（すずき汁） ●なます（料理なます） ●飲み物（ポルトガルワイン）�
二 の 膳� 
●南蛮料理（てんぷらり、ですへいと�、
くしいと） ●焼き物（カレー味の鶏肉）
●汁物（鶴の汁） ●ご飯（南蛮れうり）
●漬け物（南蛮の漬物）
●飲み物（南蛮の火の酒）
デザート　●干し柿 ●ボーロ
茶 の 湯　●抹茶 ●南蛮餅

　
西
洋
と
の
交
流
が
あ
っ
た
有

馬
で
は
、
１
５
８
２
年
に
日
本

で
２
番
目
に
日
本
語
と
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
の
辞
書
「
日
葡
辞
書
」

が
製
作
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、

再
現
し
た
料
理
の
素
材
は
、
す

べ
て
４
０
０
年
前
に
有
馬
で
編

さ
ん
さ
れ
た
日
葡
辞
書
か
ら
抽

出
し
、
４
０
０
年
前
の
料
理
に

こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
素
材
選
び

と
宣
教
師
が
伝
え
た
当
時
の
調

理
法
調
査
は
、
５
年
間
の
歳
月

を
要
し
、
今
回
の
再
現
に
こ
ぎ

つ
け
ま
し
た
。

に
っ

ぽ

西洋音楽再現は復元古楽器アルパを使用

歌手杉山清貴さんが熱唱

有馬の殿様料理を試食

２膳目の南蛮料理

有馬晴信像
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有馬の殿様料理お品書き


